
　

今
回
で
31
回
目
を
迎
え
る
亀
山
市
関
宿
納

涼
花
火
大
会
を
去
る
、8
月
17
日（
土
）鈴
鹿

川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
催
の（
一
社
）亀
山
市
観
光
協
会
と
主
管

で
あ
る
亀
山
市
関
宿
納
涼
花
火
大
会
実
行
委

員
会
が
事
故
の
な
い
、安
心
・
安
全
な
大
会
を

目
指
す
中
で
、今
年
も
完
全
チ
ケ
ッ
ト
制
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、来
場
者
の
方
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
様
々
な
協

議
を
重
ね
、企
画
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

打
上
開
始
時
は
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
の

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行
い
、最
初
の
花
火
が

打
ち
上
が
る
と
同
時
に
会
場
か
ら
大
き
な
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。ま
た
今
回
の
花
火
大

会
で
も
亀
山
高
校
吹
奏
楽
部
の
皆
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、昨
年
に
引
き
続
き
、生
演
奏

を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
花
火
の
打
ち
上
げ
を

行
い
、亀
山
市
最
後
の
夏
の
風
物
詩
を
堪
能

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

花
火
大
会
を
終
え
て
、小
菅
実
行
委
員
長

は「
様
々
な
事
情
で
中
止
に
な
っ
て
い
る
花

火
大
会
が
あ
る
中
で
、今
年
の
亀
山
市
関
宿

納
涼
花
火
大
会
を
無
時
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
快
く
ご
協
賛
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
事
業
所
の
皆
様
、募
金
箱
を
設
置
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
事
業
所
の
皆
様
、地
域
や

関
係
機
関
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
の
お

か
げ
で
す
。心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

去
る
７
月
28
日
か
ら
８
月
25
日
の
間
、

お
盆
を
除
く
毎
週
日
曜
日
午
後
に
亀
山
商

工
会
館
に
て
、市
内
で
開
業
予
定
の
方
や

創
業
後
間
も
な
い
方
、第
２
創
業
者
等
、多

数
に
ご
参
加
頂
き
、亀
山
市
創
業
塾
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
、メ
イ
ン
講
師
に
Ｋ
Ｃ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ 

代
表 

松
本
圭
史
様
を
お
迎

え
し
、経
営･

財
務･

人
材
育
成･

販
路
開
拓

等
、創
業
す
る
う
え
で
の
心
構
え
と
各
々

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
分
か
り
易
く
、参
加
し

て
良
か
っ
た
と
お
お
む
ね
好
評
で
、当
所

で
は
、受
講
後
の
創
業
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

相
談
を
通
じ
、市
内
に
お
け
る
多
様
な
夢

の
実
現
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
参
り
ま
す
。
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毎
年
１
月
・
７
月
の
年
２
回
、企
業
の
景

気
動
向
を
県
下
12
商
工
会
議
所
合
同
で
調

査
す
る
こ
と
に
よ
り
、県
内
の
同
企
業
の

景
況
を
把
握
し
、当
所
経
営
改
善
普
及
事

業
活
動
の
参
考
と
す
る
た
め
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
調
査
対
象
】

　

当
所
会
員
企
業
の
中
か
ら
抽
出
し
た
企

業
466
社
に
対
し
回
答
は
120
社
、回
答
率
は

25
・
8
％
。

【
現
状
】

　

令
和
6
年
1
～
6
月
の
業
況
は
、「
良

い
・
や
や
良
い
」が
23
・
4
％（
前
期
20
・

2
％
）、「
や
や
悪
い
・
悪
い
」が
35
・
9
％

（
前
期
36
・
2
％
）と
な
り
、ＤＩ
値
は
△
12
・

5（
前
期
△
16
・
0
）で
、前
期
時
と
比
べ
改

善
の
結
果
と
な
っ
た
。業
種
別
の
ＤＩ
値
で

は
、建
設
業
・
小
売
業
・
飲
食
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
・
交
通
運
輸
業
で
改
善
が
見
ら
れ
た
。一

方
で
、製
造
業
・
卸
売
業
・
そ
の
他
の
業
種

が
悪
化
し
た
。

【
今
後
の
見
通
し
】

　
「
良
い
・
や
や
良
い
」が
13
・
3
％（
前
期

14
・
9
％
）、「
や
や
悪
い
・
悪
い
」が
31
・

7
％（
前
期
35
・
1
％
）と
な
り
、ＤＩ
値
は
△

18
・
4（
前
期
△
20
・
2
）と
、1.8
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
た
。現
状
の
ＤＩ
値（
△
12
・
5
）と

今
後
の
ＤＩ
値（
△
18
・
4
）を
比
較
す
る
と
、

5
・
9
ポ
イ
ン
ト
業
況
の
悪
化
を
見
通
し

て
い
る
。業
種
別
で
は
、製
造
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
が
改
善
を
見
通
す
一
方
で
、建
設
業
・

卸
売
業
・
小
売
業
・
飲
食
業
・
交
通
運
輸
業

が
悪
化
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

当
所
地
区
の
小
規
模
企
業
の
景
況

（
令
和
６
年
７
月
調
査
結
果
）

9,000万人の受験実績を誇る産業界の信頼ブランド

商工会議所の検定試験
【第168回日商簿記検定のご案内】
・試 験 日　令和６年11月17日(日)
・試験時間　１級、３級　９：00～
　　　　　　２級　　　　13：30～
・試験会場　亀山商工会館
・受 験 料　１級　8,800円　　２級　5,500円
　　　　　　３級　3,300円
・申込期間　９月30日(月)～10月21日(月)

お問合せ先 亀山商工会議所 ℡ 0595-82-1331
受 付 時 間 ８:30～ 17:00（土日祝除く）

三重県信用保証協会は、中小企業の皆さまが事業資金借入をされる際の
「公的な保証人」となってサポートします。お気軽にご相談ください。

https://www.cgc-mie.or.jp/

本　　　店 059-229-6021（代表）
四日市支店 059-353-9161（代表）

HP Instagram

since 1949
th

「創業継承支援ローン」
三重県信用保証協会および政策金融公庫への
融資申込みと合わせてお申込みいただけます。

創業・事業継承の実現に向けて事業者の方を応援・支援いたします。

― 詳しくはお近くの窓口までお問い合せください ―

亀山支店 ℡０５９５-８２-２６１１

融資限度額
500万円
融資限度額
500万円
融資限度額
500万円 1.0％1.0％1.0％変動

年利
変動
年利
変動
年利

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

２日（月）
9日（月）
10日（火）
12日（木）
22日（日）
27日（金）

11日（金）
16日（水）

９月

10月

※
ＤＩ
値
と
は
…

　

景
気
動
向
を
示
す
指
標
で
調
査
時

点
に
お
け
る
企
業
の
経
済
行
動（
強

気
か
弱
気
な
ど
）を
知
る
も
の
で
あ

り
、景
気
動
向
を
判
断
す
る
資
料
と

し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。特
に

言
及
の
な
い
限
り「
増
加
」「
好
転
」し

た
と
す
る
企
業
割
合
か
ら
、「
減
少
」

「
悪
化
」し
た
と
す
る
企
業
割
合
を

差
し
引
い
た
値
で
あ
る
。

経営上困っている問題 前期 今期

売
上
・
受
注
の
停
滞
減
少

製
品
・
商
品
単
価
の
下
落

人
手
不
足

借
入
難

設
備
・
店
舗
の
狭
小
老
朽
化

代
金
回
収
の
悪
化

人
件
費
の
増
加

人
件
費
以
外
の

経
費
の
増
加

原
材
料
高
及
び
不
足

競
争
激
化

人
材
育
成

法
的
規
制
等

過
剰
人
員

税
務
・
経
理
問
題

（％）

立
地
条
件
の
悪
化

50

40

30

20

10

0

女性部役員会
環境委員会
ＢＣＰセミナー
青年部役員会
青年部9月例会
常議員会

青年部役員会
記帳継続指導
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当
所
で
は
市
内
の
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
皆
様
が
抱
え
る
多
様
な
経
営
課

題
の
解
決
を
図
る
た
め
専
門
家
派
遣
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、ご
相
談
の
内
容
に
応
じ
て

登
録
さ
れ
た
専
門
家
を
直
接
派
遣
し
、専

門
的
・
実
践
的
な
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
問
題
の
解
決
を
図
る
制
度
で
す
。

①
実
施
要
件

　

�

亀
山
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
で
、経
営

者
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
方
が
対
象

②
内
容

　

専
門
家
に
よ
る
個
別
の
経
営
指
導

　
（
１
社
１
テ
ー
マ
に
つ
き
、延
べ
２
回
）

③
相
談
テ
ー
マ
例

◆
経
営
支
援

　

�

経
営
法
務
、税
務
・
財
務
、労
務
、販
売
促

進
、店
舗
診
断
、Ｉ
Ｔ
、事
業
継
承
、そ
の

他
の
経
営
全
般

◆
技
術
支
援

　
�

生
産
効
率
化
、省
エ
ネ
、改
善
活
動
、工

場
レ
イ
ア
ウ
ト
、新
商
品
開
発

※�

専
門
家
派
遣
事
業
の
予
算
が
無
く
な
り

次
第
、本
事
業
は
終
了
し
ま
す
の
で
、予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

９
月
10
日（
火
）当
所
に
て
、事
業
継
続

計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」認
定
制
度
と
は
、

中
小
企
業
が
策
定
し
た
防
災
・
減
災
の
事

前
対
策
に
関
す
る
計
画
を
経
済
産
業
大
臣

が
認
定
す
る
制
度
で
す
。セ
ミ
ナ
ー
の
詳

細
は
同
封
の
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。ま
た
、計
画
作
成
を
ご
希
望
の
方
は
当

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
・
申
込
先
】

　

亀
山
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
８
２‐

１
３
３
１

三
重
県『
み
え
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
』の
ご
案
内

　

三
重
県
で
は
県
内
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
化

を
支
援
す
る
た
め
、Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
事
業

「
み
え
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。Ｄ
Ｘ
の
取
組
を
支

援
す
る
左
記
の
３
種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、詳
細
や
申
込
に
つ

い
て
三
重
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
の
う
え
、自

社
の
取
組
み
状
況
に
合
わ
せ
て
是
非
ご
参

加
・
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

①
み
え
Ｄ
Ｘ
リ
テ
ラ
シ
ー
セ
ミ
ナ
ー

②
み
え
Ｄ
Ｘ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
ア
カ
デ
ミ
ー

③
み
え
Ｄ
Ｘ
ト
ラ
イ
ア
ル
サ
ポ
ー
ト

【
三
重
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

検
索
ワ
ー
ド
：
み
え
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

談
所
コ
ー
ナ
ー
掲
載
の
支
援
施
策
は
令
和
６
年
８
月
20
日
時
点
の
情
報
で
す
。

最
新
の
情
報
は
必
ず
各
施
策
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

厚生労働省
からの
お知らせ

被保険者数が51人以上の企業等の

事業主のみなさまへ
令和6年10月から
パート・アルバイトの社会保険の加入要件が更に拡大されます

対象となる企業
現在、厚生年金保険の被保険者数が101人以上の企業等で週20時間以上働く短時間労働
者は、厚生年金保険・健腹保険（社会保険）の加入対象となっています。
この短時間労働者の加入要件が更に拡大され、令和6年10月から厚生年金保険の被保険者
数が51人以上の企業等で働く短時間労働者の社会保険加入が義務化されます。

現　在 令和6年10月～
被保険者数
101人以上の企業等

被保険者数
51人以上の企業等

【
お
問
合
せ
・
申
込
先
】

　

亀
山
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
８
２‐

１
３
３
１

専
門
家
派
遣
事
業
の
ご
案
内

事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内
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研
修
委
員
会
、会
員
委
員
会
と

第
２
回
役
員
会
を
開
催

　

去
る
７
月
29
日（
月
）に
第
１
回
研
修
委

員
会
並
び
に
会
員
委
員
会
、第
２
回
役
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
両
委
員
会
に
23
名
、役
員
会
に

15
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、両
委
員
会

で
は
今
年
度
の
委
員
会
事
業
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
、役
員
会
で
は
委
員
会
か
ら
上

程
さ
れ
た「
ウ
ッ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
寄
木
細
工

製
作
体
験
」、「
会
員
相
互
の
親
睦
交
流
を

図
る
新
年
会
」の
他
、創
立
40
周
年
記
念
事

業
と
し
て
11
月
30
日（
土
）に
図
書
の
贈
呈

式
に
併
せ
て
実
施
す
る「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
開
催
と
会
員
飲
食
店
等
の
コ
ラ
ボ
お
弁

当
販
売
」の
３
つ
の
事
業
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
31
回
亀
山
市
関
宿
納
涼
花
火
大
会
の

運
営
協
力
と
美
化
清
掃
活
動
を
実
施

　

去
る
８
月
17
日（
土
）に
第
31
回
亀
山
市

関
宿
納
涼
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
、昨
年

に
引
き
続
き
、運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
花
火
大
会
へ
の

協
力
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、花
火
大

会
翌
日
に
会
場
周

辺
の
美
化
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
7
月
27
日（
土
）に
鳥
羽
市
の

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク 

ト
リ
ト
ン
に
て
7

月
例
会
を
亀
山
め
っ
ち
ゃ
委
員
会（
委
員
長 

米
倉 

大
介
）の
担
当
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
は
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
粉
蝶
会

と
の
交
流
を
目
的
に
実
施
し
、現
役
・
粉
蝶

会
合
わ
せ
て
26
名
の
方
に
参
加
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、非
常

に
暑
い
日
に
な

り
ま
し
た
が
、釣

り
・
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
通

じ
て
普
段
は
な
か

な
か
接
点
の
な
い

粉
蝶
会
の
方
と
の

交
流
を
深
め
ま
し

た
。ま
た
、今
年
度

は
我
々
青
年
部
が

三
重
県
商
工
会
議

所
青
年
部
連
合
会

の
主
管
単
会
と
し

て
2
月
に
三
重
県
連
大
会
亀
山
大
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。粉
蝶

会
会
長
を
は
じ
め
、前
回
の
亀
山
大
会
を

中
心
的
な
立
場
で
経
験
さ
れ
た
方
が
多
く
、

当
時
の
経
験
を
踏
ま
え
て
現
役
メ
ン
バ
ー

へ
様
々
な
角
度
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
・
激
励

な
ど
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、大
変
有
意

義
な
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
通
信

  

女
性
部
通
信

三
栄
林
産
株
式
会
社

加
太
中
在
家
８
０
３
２-

１

亀
山
の
自
然
と「
生
物
多
様
性
」

環
境
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
№5

【
当
社
は
、加
太
中
在
家
に
本
社（
製
材

工
場
・
設
計
事
務
所
・
家
具
製
作
所
）を

置
き
、住
宅
建
築
、家
具
製
作
、キ
ャ
ン

プ
場（
か
ぶ
と
の
森
テ
ラ
ス
）等
を
展
開

し
、会
社
設
立
よ
り
74
年
を
迎
え
ま
す
。

今
後
も
森
と
木
の
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
創
造
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、木
の

一
本
一
本
、人
の
一
人
一
人
に“
て
い
ね

い
”に
紡
ぎ
、林
業
と
共
に
あ
る
循
環
型

ビ
ジ
ネ
ス
の
モ
デ
ル
企
業
と
し
て
、持

続
可
能
な
地
域
と
社
会
づ
く
り
を
使
命

と
し
、多
く
の
共
感
と
信
頼
を
生
み
続

け
る
百
年
企
業
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。そ
う
し
た
目
標
に
向
け
、地
域
材
・

国
産
材
の
活
用
に
よ
る
地
域
環
境
維
持

の
取
組
み
や
地
元
小
学
生
の
社
会
見
学

の
受
け
入
れ
、地
域
の
子
供
た
ち
と
の

清
掃
活
動
の
実
施
、休
耕
田
を
活
用
し

た
お
米
づ
く
り
な
ど
様
々
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
行
い
、自
然
豊
か
な
地
域
資
源

の
有
効
活
用

に
よ
る
付
加

価
値
向
上
と

将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能

な
循
環
型
ビ

ジ
ネ
ス
の
構

築
・
地
域
活

性
化
に
向
け
、

今
後
も
事
業

展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

亀
山
市
は
、鈴
鹿
山
脈
や
布
引
山
地

を
源
と
し
た
鈴
鹿
川
と
中
ノ
川
を
有
し
、

そ
の
源
流
域
は
豊
か
な
森
林
に
覆
わ
れ
、

多
様
な
生
物
を
育
む
生
態
系
を
支
え
て

い
ま
す
。ま
た
、そ
の
流
域
に
は
豊
か
な

水
の
恩
恵
に
よ
り
、田
や
畑
な
ど
の
農

地
が
広
が
り
、貴
重
な
歴
史
文
化
が
築

か
れ
て
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
源
流
域

の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
本
市
に
は
６
，

７
７
０
種
類
も
の
生
き
物
が
生
息
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、

様
々
な
種
類
の
環
境
と
生
き
物
が
存
在

し
、そ
れ
ら
が
食
物
連
鎖
な
ど
に
よ
る

共
生
関
係
に
あ
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。こ
の
よ
う
に
、多
様
な
生
き
物
が
生

息
し
、つ
な
が
り
、関
わ
り
合
っ
て
い
る

こ
と
を「
生
物
多
様
性
」と
言
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、鈴
鹿
川
等
源
流
域
の
豊
か

な
森
林
が
あ
る
こ
と
で
、水
や
空
気
が

き
れ
い
に
浄
化
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

大
雨
が
降
っ
て
も
土
砂
災
害
が
起
こ
り

に
く
く
な
り
、私
た
ち
は
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、身
近

に
豊
か
な
自
然
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
て
、心
も
体
も

健
康
に
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
う

し
た
た
く
さ
ん
の
自
然
の
恵
み
を
次
世

代
に
守
り
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、私

た
ち
一
人
ひ
と
り

が
身
近
な
生
物
多

様
性
の
大
切
さ
を

知
り
、守
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※認定者向けロゴ
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